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一　

は
じ
め
に

現
存
す
る
漢
訳
の
大
乗
『
大
般
涅
槃
経
』
は
三
本
存
在
す
る
（
以
下
『
涅
槃
経
』
と
総
称
）。
そ
の
三
本
の
中
国
で
の
訳
出
は
年
代
順
に
、

東
晋
法
顕
・
仏
駄
跋
陀
羅
訳
の
六
巻
『
大
般
泥

経
』（
以
下
「
六
巻
本
」
と
略
称
）
が
四
一
八
年
、曇
無
讖
訳
の
四
十
巻
『
大
般
涅
槃
経
』

（
通
称
、「
北
本
」
以
下
「
大
本
」
と
略
称
）
が
四
二
一
年
と
さ
れ
て
い
る⑴
。
ま
た
訳
経
で
は
な
い
が
鳩
摩
羅
什
門
下
で
あ
っ
た
慧
厳
・
慧

観
や
当
代
の
文
人
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
謝
霊
運
ら
が
再
治
し
た
三
十
六
巻
『
大
般
涅
槃
経
』（
通
称
、
南
本⑵
）
の
成
立
が
四
三
〇
〜

四
三
三
年
頃
と
さ
れ
て
い
る⑶
。

南
本
は
大
本
を
基
に
六
巻
本
を
参
照
し
つ
つ
編
纂
さ
れ
た
再
治
本
で
あ
る
が
、
南
本
の
基
に
な
っ
た
大
本
と
六
巻
本
は
そ
も
そ
も
別
々

の
土
地
と
訳
者
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
本
編
纂
時
の
六
巻
本
と
大
本
に
対
す
る
認
識
は
、
編
集
者
の
一
人
で

あ
る
慧
厳
の
伝
記⑷
に
よ
る
と
、
両
本
は
同
一
の
内
容
を
持
つ
経
典
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
事
が
窺
え
る
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
六
巻
本

は
大
本
の
前
半
十
巻
分
に
相
当
す
る
経
典
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
一
般
的
で
あ
る
。

右
の
様
に
、
六
巻
本
と
大
本
の
両
本
は
内
容
的
に
相
応
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
両
本
は
ま
っ
た

く
に
同
じ
内
容
の
経
典
で
は
無
く
、
大
本
に
の
み
確
認
で
き
る
思
想
な
ど
の
存
在
が
布
施
﹇
一
九
四
二
﹈⑸
な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。本

稿
は
先
学
の
指
摘
に
依
り
つ
つ
、
現
存
す
る
漢
訳
大
乗
『
涅
槃
経
』
間
に
存
在
す
る
思
想
的
な
展
開
を
、
テ
キ
ス
ト
間
に
見
ら
れ
る

説
話
の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
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本
稿
で
は
ま
ず
四
相
品⑹
を
考
察
対
象
と
し
、
六
巻
本
と
大
本
と
の
比
較
を
行
う
。
そ
し
て
大
本
四
相
品
の
中
に
存
在
す
る
、
六
巻
本
に

は
見
ら
れ
な
い
「
波
斯
匿
王
」
と
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
説
話
を
確
認
す
る
。
こ
れ
等
の
説
話
は
、
既
に
河
村
﹇
一
九
七
〇
﹈
に

よ
っ
て
、
六
巻
本
に
は
存
在
せ
ず
大
本
に
の
み
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘⑺
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
何
故
そ
の
説
話
が

大
本
の
み
に
存
在
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
考
察
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
大
本
の
み
に
説
話
が
見
ら
れ
る
理
由
を
、
大
本
の
中
で
「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
開
示
さ
れ
、
悉
曇
文
字
で
例
え
ら

れ
る
「
伊
字
の
三
点
」
に
求
め
て
み
た
い
。
こ
の
「
伊
字
の
三
点
」
と
は
、
布
施
﹇
一
九
四
二
﹈
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
、
六

巻
本
に
は
見
ら
れ
な
い
術
語
で
あ
る
。
こ
の
「
伊
字
の
三
点
」
が
大
本
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
か
、
大
本
固
有
の
視
点
と

し
て
『
涅
槃
経
』
間
で
説
話
の
有
無
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
確
認
し
た
い
。

二　

四
相
品
に
お
け
る
両
本
の
同
異

『
涅
槃
経
』
四
相
（
六
巻
本
で
は
「
四
法
」）
品
の
冒
頭
で
は
、
前
品
の
名
字
功
徳
品
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
大
般
涅
槃
（
大
般
泥

）」

を
、
菩
薩
が
衆
生
に
説
く
為
に
、
四
つ
の
側
面
か
ら
説
く
事
が
示
さ
れ
る
。

そ
の
四
つ
の
側
面
と
は
、「
自
正
」、「
正
他
」、「
能
随
問
答
」、「
善
解
因
縁
義
」
の
四
つ
で
あ
り
、『
涅
槃
経
』
も
し
く
は
大
乗
経
典
の

教
え
を
前
提
と
し
て
い
る
と
推
測
で
き
、
そ
の
意
味
は
字
の
通
り
で
あ
る
。「
自
正
」
と
は
正
し
く
教
え
を
理
解
し
て
、
自
ら
を
正
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。「
正
他
」
と
は
他
者
を
正
し
、
正
し
い
教
え
に
導
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
能
随
問
答
」
と
は
相
手
の
問
い
に
応
じ

て
教
え
を
説
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
善
解
因
縁
義
」
と
は
物
事
が
そ
の
様
に
な
っ
た
因
縁
を
よ
く
知
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
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が
「
大
般
涅
槃
」
を
開
示
す
る
た
め
の
四
つ
の
側
面
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
側
面
が
譬
喩
な
ど
を
交
え
て
順
に
解
説
さ
れ
て
い
く
。

ま
た
、四
つ
の
側
面
の
総
括
に
当
た
る
部
分
で
は
、「
自
正
」
が
「
大
般
涅
槃
」
を
得
る
こ
と
（
六
巻
本
で
は
「
大
般
泥

」
に
向
か
う
）、

「
正
他
」
が
「
如
来
常
住
」
を
説
く
こ
と
、「
能
随
問
答
」
が
迦
葉
菩
薩
と
の
問
答
、「
善
解
因
縁
義
」
が
「
大
般
涅
槃
」
の
因
縁
を
説
く

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
個
別
の
側
面
が
何
を
目
的
と
し
た
も
の
な
の
か
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

四
相
を
説
く
こ
の
品
を
含
め
て
、
両
本
間
で
は
文
章
量
の
増
減
が
多
々
見
ら
れ
る
。
多
く
の
場
合
は
六
巻
本
よ
り
も
大
本
の
方
が
、
各

解
説
を
よ
り
丁
寧
に
説
明
す
る
為
に
文
言
を
費
や
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
両
本
の
主
旨
が
大
き
く
異
な
る
事
は
無
い
。
し
か
し
、
四
相
が

譬
喩
と
共
に
順
を
追
っ
て
説
示
さ
れ
た
後
か
ら
両
本
間
の
相
異
点
が
現
れ
は
じ
め
る
。
そ
れ
が
四
相
の
総
括
を
行
う
箇
所
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
異
な
り
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
四
相
品
以
前
に
も
大
本
に
の
み
示
さ
れ
る
、
悉
曇
文
字
に
例
え
ら
れ
る
「
秘
密
蔵
」
の
内

容
と
し
て
の
「
解
脱
・
涅
槃
・
摩
訶
般
若
」
の
「
伊
字
の
三
点⑻
」
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
「
伊
字
の
三
点
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
本
は
六
巻
本
よ
り
も
明
確
に
「
四
相
と
は
各
々
の
相
が
同
じ
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る⑼
」
こ
と
を
示
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

そ
れ
は
「
四
相
は
別
々
の
内
容
を
も
っ
て
解
説
さ
れ
た
が
、
全
て
大
（
般
）
涅
槃
（
経
）
を
指
し
て
お
り
、
異
な
る
わ
け
で
は
な
い⑽
」
と

い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
両
本
の
異
な
り
が
以
降
の
四
相
品
に
対
し
て
、
ど
の
様
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
は
後
に
改
め
て
考
え

た
い
。

四
相
を
説
き
終
え
た
後
、
四
相
品
の
内
容
は
「
如
来
常
住
」
の
教
え
に
対
す
る
疑
問
の
解
消
へ
と
移
っ
て
い
く
。
そ
の
中
で
、
如
来
と

し
て
煩
悩
を
滅
し
き
っ
て
い
る
は
ず
の
釈
尊
が
、「
何
故
、
羅

羅
を
も
う
け
た
の
か
」
と
い
う
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
る⑾
。
こ
の
指
摘
に
対

し
て
、「
大
般
涅
槃
」
の
教
え
を
基
に
行
ず
る
菩
薩
の
解
説
の
後
、
釈
尊
の
生
涯
を
含
め
た
様
々
な
神
通
変
化
の
例
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
は

世
間
に
随
順
し
て
衆
生
を
済
度
す
る
為
の
方
便
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
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多
く
の
神
通
変
化
と
世
間
随
順
の
例
が
挙
げ
ら
れ
た
後
、「
灯
器
の
譬
喩⑿
」
と
「
灯
滅
の
譬
喩⒀
」
に
よ
っ
て
、
煩
悩
の
滅
と
さ
れ
て
き

た
既
存
の
涅
槃
と
如
来
身
の
関
係
、
そ
し
て
「
大
般
涅
槃
」
を
示
現
す
る
如
来
と
阿
那
含
の
化
生
身
と
が
似
て
非
な
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

こ
こ
ま
で
の
四
相
品
全
体
の
内
容
で
は
、
四
相
品
以
前
に
既
に
示
さ
れ
た
「
如
来
常
住
」
に
端
を
発
す
る
仏
身
観
に
つ
い
て
、
視
点
を

改
め
て
解
説
し
た
も
の
と
考
え
る
。

次
に
話
題
が
変
わ
り
、
釈
尊
が
『
涅
槃
経
』
の
教
え
を
隠
し
て
い
た
事
が
問
題
と
な
り
、
そ
の
回
答
と
し
て
「
長
者
教
子
の
譬
喩⒁
」
な

ど
が
示
さ
れ
、
隠
し
て
い
た
の
で
は
な
く
対
機
説
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
こ
の
箇
所
で
は
、
こ
の
譬
喩
の
前
に
『
涅
槃
経
』

の
教
え
を
隠
し
て
い
た
事
に
つ
い
て
と
、
譬
喩
の
後
に
説
話
が
挿
入
さ
れ
る
と
い
う
両
本
の
異
な
り
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
箇
所
の
両
本
間

の
異
な
り
と
は
、

【
六
巻
本
】

　

云
何
が
世
尊
よ
、
如
来
は
亦
、
隠
秘
の
法
有
り
て
幻
刺
の
如
き
や
。

 

（
大
正
十
二
、八
七
二
a
、
二
六
―
二
七
行
）

【
大
本
】

　

世
尊
よ
、
仏
の
所
説
の
如
く
「
諸
仏
、
世
尊
に
秘
密
蔵
有
り
」
と
。
是
の
義
は
然
ら
ず
。

 

（
大
正
十
二
、三
九
〇
b
、
一
五
―
一
六
行
）

と
あ
り
、
六
巻
本
で
は
「
隠
秘
の
法
」
に
当
た
る
も
の
が
、
大
本
で
は
「
秘
密
蔵
」
と
な
っ
て
お
り
、
前
述
し
た
大
本
固
有
で
あ
る
「
秘
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密
蔵
」
と
し
て
の
「
伊
字
の
三
点
」
か
ら
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
の
後
、
大
本
で

は
「
波
斯
匿
王
」
の
説
話
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
六
巻
本
は
説
話
が
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
。
説
話
自
体
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
章
を
改

め
て
行
い
た
い
。

「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
の
後
（
大
本
で
は
「
波
斯
匿
王
」
の
説
話
が
挿
入
さ
れ
た
後
）、
両
本
の
内
容
は
、「
積
聚
（
蔵
積⒂
）」
と
い
う
行

為
を
採
り
上
げ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
隠
秘
の
法
」
や
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
追
及
さ
れ
た
事
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
。
こ
の
回
答
は
、
如
来

に
は
、
蔵
す
る
、
蓄
え
る
な
ど
の
行
為
が
存
在
し
な
い
事
を
示
し
て
、
秘
密
の
教
え
は
存
在
し
な
い
事
を
説
明
す
る
内
容
を
持
つ
。

次
に
「
涅
槃
と
は
、
諸
の
瘡
疣
が
無
い
こ
と
で
あ
る⒃
」
と
示
し
、
良
医
に
例
え
ら
れ
た
如
来
は
、
瘡
疣
に
例
え
ら
れ
る
煩
悩
に
患
わ
さ

れ
る
衆
生
を
救
済
す
る
事
が
説
か
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
既
存
の
二
乗
の
「
涅
槃
」
と
衆
生
済
度
の
為
の
「
大
般
涅
槃
」
と
の
違
い
を

説
明
し
始
め
る
。
こ
の
中
で
、「
大
般
涅
槃
」
と
は
「
解
脱
」
で
あ
る
事
が
示
さ
れ
、
次
に
「
解
脱
」
へ
と
論
点
が
移
っ
て
い
く
。

こ
の
「
解
脱
」
を
解
説
す
る
箇
所
は
「
百
句
解
脱
」
と
呼
ば
れ⒄
、「
解
脱
と
は
如
来
で
あ
る
」
と
ま
と
め
つ
つ
、
多
く
の
『
涅
槃
経
』

の
「
解
脱
」
の
例
を
、
譬
喩
を
交
え
な
が
ら
解
説
し
て
い
く
。
こ
の
中
に
も
両
本
の
異
な
り
が
存
在
す
る
。

そ
の
異
な
り
と
は
、
三
帰
依
を
譬
え
る
「
三
跳
三
帰
の
譬
喩⒅
」
の
後
に
存
在
す
る
。
大
本
で
は
譬
喩
の
解
説
の
ま
と
め
部
分
に
お
い
て
、

三
帰
依
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
安
楽
と
は
、「
涅
槃
・
仏
性
・
決
定
・
如
来
」
が
等
し
く
同
じ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
六
巻
本
の
相
当
箇

所
で
は
、
大
本
の
様
な
ま
と
め
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
大
本
で
は
、
こ
の
「
三
跳
三
帰
の
譬
喩
」
の
ま
と
め
を
導
入
部
と
し
て
、「
涅

槃
・
仏
性
・
決
定
・
如
来
」
が
一
義
で
あ
る
事
に
答
え
る
為
に
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
説
話
が
存
在
し
て
い
る
。
先
の
「
波
斯

匿
王
」
の
説
話
に
続
き
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
説
話
に
関
し
て
も
、
章
を
改
め
考
察
を
行
い
た
い
。

続
い
て
、
両
本
と
も
に
「
解
脱
」
の
ま
と
め
に
入
り
、「
解
脱
は
如
来
で
あ
る
が
、
如
来
は
虚
空
で
は
な
い
」
と
説
明
さ
れ⒆
、
説
か
れ
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た
譬
喩
に
対
す
る
固
執
や
誤
解
が
戒
め
ら
れ
る
。

四
相
品
の
末
尾
で
は
、如
来
は
衆
生
済
度
の
為
に
方
便
と
実
法
の
二
つ
を
説
い
て
い
る
事
が
明
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
、『
涅
槃
経
』
の
「
解

脱
」
を
解
説
す
る
為
に
「
百
句
解
脱
」
と
呼
ば
れ
る
程
に
多
く
の
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
例
の
様
に
無
量
の
功
徳
を
そ
な
え
る

の
で
、「
解
脱
」
と
同
義
で
あ
る
「
如
来
」
の
涅
槃
を
「
大
般
涅
槃
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
四
相
品
は
終
る
。

こ
の
様
な
四
相
品
の
流
れ
の
中
で
、
六
巻
本
に
存
在
し
な
い
も
の
は
、「
秘
密
蔵
」
や
「
伊
字
の
三
点
」
の
再
説
に
関
わ
る
四
相
の
総

括
と
二
つ
の
説
話
で
あ
る
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
章
で
は
大
本
が
採
用
し
て
い
る
説
話
を
確
認
し
て
み
た
い
。

三　

大
本
引
用
の
説
話
の
確
認

前
章
で
は
、
六
巻
本
と
大
本
の
間
で
は
四
相
品
の
展
開
は
相
似
し
て
い
る
が
、
細
か
な
思
想
的
な
部
分
で
は
異
な
り
が
有
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
次
に
、
先
に
確
認
し
た
四
相
品
の
中
に
存
在
し
た
、
大
本
が
採
用
し
て
い
る
説
話
を
河
村
﹇
一
九
七
四
﹈
を
参
照
し
つ
つ
確
認

し
た
い
。

最
初
に
「
波
斯
匿
王
」
の
説
話
、
次
に
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
説
話
を
確
認
し
て
い
く
。

（
一
）「
波
斯
匿
王
」

「
波
斯
匿
王
」
に
関
す
る
説
話
の
直
前
の
内
容
は
大
本
中
に
お
い
て
「
秘
密
蔵
」
と
い
う
教
え
を
秘
密
に
し
、「
蔵
（
隠
す
）」
し
て
い

た
の
は
何
故
か
が
迦
葉
菩
薩
に
よ
っ
て
問
わ
れ
る
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
釈
尊
は
、
秘
密
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
、「
長
者
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教
子
の
譬
喩
」
を
説
き
、「
声
聞
弟
子
の
習
熟
度
に
合
わ
せ
て
教
え
を
説
い
て
き
た
だ
け
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
。

「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
は
、
長
者
が
我
が
子
に
半
字
を
教
え
て
、
成
長
し
て
学
ぶ
力
が
付
い
た
後
に
毘
伽
羅
論
を
教
え
る
、
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
釈
尊
に
よ
る
こ
の
譬
喩
の
解
説
と
し
て
、
長
者
は
如
来
を
、
一
子
と
は
一
切
衆
生
、
更
に
転
じ
て
声
聞
弟
子
を
例
え
、
半
字

は
九
部
経
、
毘
伽
羅
論
は
方
等
大
乗
経
典
に
例
え
て
説
か
れ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
毘
伽
羅
論
に
例
え
ら
れ
た
大
乗
経
典
の
内
容
は
「
如

来
常
存
不
変
」
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
譬
喩
の
解
説
は
終
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
箇
所
で
は
九
部
経
は
大
乗
を
教
え
る
為
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
認
め
て
お
り
、
こ
こ
で
毘
伽
羅
論
に
例
え
ら
れ
た

大
乗
経
典
と
は
、「
如
来
常
住
」
を
説
く
経
典
で
あ
る
『
涅
槃
経
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
説
話
を
確
認
す
る
。

迦
葉
菩
薩
、
復
言
わ
く
、「
我
、
今
定
ん
で
如
来
、
世
尊
に
秘
蔵
す
る
所
無
き
を
知
る
。
仏
の
所
説
の
如
し
。
毘
伽
羅
論
に
は
〈
仏
、

如
来
は
常
存
に
し
て
不
変
な
り
〉
と
謂
う
。
是
の
義
は
然
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
仏
は
昔
、
偈
を
説
き
た
も
う
。

諸
仏
と
縁
覚
、　

声
聞
弟
子
衆
は　

猶
無
常
の
身
を
捨
つ　

何
に
況
や
諸
の
凡
夫
を
や

今
は
乃
ち
常
存
無
変
を
説
く
。
是
の
義
は
云
何
」
と
。
仏
言
わ
く
、「
善
男
子
よ
、
我
は
一
切
声
聞
弟
子
の
為
に
半
字
を
教
え
る
が

故
に
偈
を
説
け
り
。
又
、
善
男
子
よ
、
波
斯
匿
王
の
其
の
母
命
終
す
。
悲
号
恋
慕
す
る
に
自
ら
に
勝
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
我
が
所
に

来
至
す
。
我
即
ち
問
う
て
言
わ
く
、〈
大
王
よ
、
何
の
故
に
悲
苦
懊
悩
し
乃
ち
此
に
至
る
や
〉
と
。
王
言
わ
く
、〈
世
尊
よ
、
国
大
夫

人
の
某
日
命
終
せ
り
。
仮
使
し
能
く
我
が
母
を
し
て
命
還
る
こ
と
本
の
如
く
に
な
ら
し
め
る
者
有
ら
ば
、
我
、
当
に
国
を
捨
て
象
馬
、

七
珍
及
以
び
身
命
の
悉
く
を
以
て
之
に
報
い
る
べ
し
〉
と
。
我
、
復
語
り
て
言
わ
く
、〈
大
王
よ
、
且
く
愁
悩
憂
悲
し
て
啼
哭
す
る
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こ
と
莫
れ
。
一
切
衆
生
の
寿
命
の
尽
き
る
と
は
、
之
を
名
づ
け
て
死
と
為
す
。
諸
仏
、
縁
覚
、
声
聞
弟
子
も
尚
此
の
身
を
捨
つ
。
況

や
復
凡
夫
を
や
〉
と
。
善
男
子
よ
、
我
、
波
斯
匿
王
の
為
に
半
字
を
教
う
る
が
故
に
是
の
偈
を
説
く
。
我
、
今
諸
の
声
聞
弟
子
の
為

に
毘
伽
羅
論
を
説
か
ん
。
謂
る
、〈
如
来
は
常
存
に
し
て
変
易
有
る
こ
と
無
し
〉
と
。
若
し
人
有
り
て
如
来
は
無
常
と
言
わ
ば
、
云

何
が
是
の
人
の
舌
、
堕
落
せ
ざ
る
や
」
と
。

 

（
大
正
十
二
、六
三
一
ｂ
、
一
―
一
八
行
）

右
の
様
に
、
迦
葉
菩
薩
は
「
長
者
教
子
の
譬
喩
」
の
解
説
末
の
『
涅
槃
経
』
中
で
繰
り
返
し
説
か
れ
る
「
如
来
常
存
不
変
」
と
、
か
つ

て
釈
尊
が
説
い
た
教
え
で
あ
る
「
諸
仏
与
縁
覚　

声
聞
弟
子
衆　

猶
捨
無
常
身　

何
況
諸
凡
夫
」
と
示
さ
れ
る
偈
頌
と
の
矛
盾
を
指
摘
す

る
。
こ
の
迦
葉
菩
薩
の
指
摘
に
対
し
て
釈
尊
は
、
声
聞
弟
子
に
半
字
を
教
え
る
為
に
偈
頌
を
説
い
た
の
で
あ
る
と
し
て
、
波
斯
匿
王
と
の

故
事
を
用
い
て
説
明
す
る
。

迦
葉
菩
薩
の
疑
問
に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
た
こ
の
故
事
は
、
河
村
﹇
一
九
七
四
﹈
に
よ
れ
ば
求
那
跋
陀
羅
訳
『
雑
阿
含
経
』（
第

一
二
二
七
経
）⒇
な
ど
に
同
内
容
の
も
の
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

阿
含
経
典
に
お
け
る
説
話
で
は
、
母
（
も
し
く
は
祖
母
）
の
死
に
対
し
て
、
哀
し
み
に
く
れ
た
波
斯
匿
王
が
葬
儀
の
後
に
祇
園
精
舎
の

釈
尊
の
も
と
を
訪
れ
る
。
釈
尊
は
波
斯
匿
王
に
対
し
て
、「
生
け
る
者
す
べ
て
に
は
必
ず
死
が
訪
れ
る
」
と
説
き
、
仏
や
声
聞
、
縁
覚
も

死
で
は
な
い
が
、
修
行
の
結
果
と
し
て
己
が
身
を
捨
て
る
事
、
つ
ま
り
「
無
常
」
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
様
に
『
雑
阿
含

経
』（
第
一
二
二
七
経
）
と
大
本
と
は
細
か
な
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
内
容
は
概
ね
同
様
で
あ
る
。

で
は
、
大
本
の
独
自
性
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
大
本
独
自
の
ま
と
め
の
部
分
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
ま
と
め
部
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分
で
は
、
波
斯
匿
王
に
偈
を
説
い
た
当
時
に
は
、「
波
斯
匿
王
に
半
字
（
九
部
経
）
を
教
え
る
為
に
説
い
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
続
け

て
「
今
は
（『
涅
槃
経
』
が
説
か
れ
て
い
る
会
座
で
は
）
声
聞
弟
子
の
為
に
、
如
来
は
常
存
で
あ
り
変
易
す
る
こ
と
は
無
い
、
と
説
明
し

て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、「
無
常
」
の
教
え
を
説
い
た
の
は
、
説
話
当
時
の
波
斯
匿
王
の
為
で
あ
り
、
今
は
涅
槃
経
の

会
座
に
い
る
者
達
の
為
に
「
如
来
常
住
」
を
説
い
て
い
る
事
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
「
如
来
常
存
不
変
」
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
、「
如
来
は
無
常
で
あ
る
」
と
述
べ
た
者
の
舌
は
地
に

落
ち
る
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」

「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
に
関
す
る
説
話
は
、
四
相
品
中
の
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
「
解
脱
」
が
示
さ
れ
る
中
で
見
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
中
で
も
「
三
跳
三
帰
の
譬
喩
」
の
解
説
部
分
を
き
っ
か
け
と
し
て
引
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
説
話
が
説
か
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
「
三
跳
三
帰
の
譬
喩
」
の
解
説
部
分
を
含
め
て
確
認
し
て
み
た
い
。

迦
葉
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
く
、「
世
尊
よ
、
若
し
涅
槃
、
仏
性
、
決
定
、
如
来
、
是
れ
一
義
な
ら
ば
、
云
何
が
説
き
て
〈
三
帰
依

有
り
〉
と
言
う
や
」
と
。
仏
、
迦
葉
に
告
げ
た
ま
わ
く
、「
善
男
子
よ
、
一
切
衆
生
は
生
死
を
怖
畏
す
る
が
故
に
三
帰
を
求
む
。
三

帰
を
以
て
の
故
に
則
ち
仏
性
、
決
定
、
涅
槃
を
知
る
。
善
男
子
よ
、
法
に
名
は
一
に
し
て
義
は
異
な
る
有
り
。
法
の
名
と
義
は
倶
に

異
な
る
有
り
。
名
は
一
に
し
て
義
は
異
な
る
と
は
、
仏
は
常
、
法
は
常
、
比
丘
僧
は
常
、
涅
槃
、
虚
空
も
皆
亦
是
れ
常
な
り
。
是
れ

を
名
は
一
に
し
て
義
は
異
な
る
と
名
づ
く
る
な
り
。
名
と
義
は
倶
に
異
な
る
と
は
、
仏
を
名
づ
け
て
覚
と
為
す
。
法
を
不
覚
と
名
づ
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く
。
僧
を
和
合
と
名
づ
く
。
涅
槃
を
解
脱
と
名
づ
く
。
虚
空
を
非
善
と
名
づ
け
、
亦
無
礙
と
名
づ
く
。
是
れ
を
名
と
義
は
倶
に
異
な

る
と
為
す
。
善
男
子
、
三
帰
依
と
は
、
復
亦
是
の
如
し
。
名
と
義
は
倶
に
異
な
る
な
り
。
云
何
が
一
と
為
す
や
。

是
の
故
に
我
、
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
に
告
げ
た
ま
わ
く
、〈
我
に
供
養
す
る
こ
と
莫
れ
。
当
に
僧
に
供
養
す
べ
し
。
若
し
僧
に
供

養
せ
ば
則
ち
具
足
す
る
に
三
帰
に
供
養
す
る
こ
と
を
得
〉
と
。
摩
訶
波
闍
波
提
、
即
ち
我
に
答
え
て
言
わ
く
、〈
衆
僧
の
中
に
仏
無
く
、

法
無
し
。
云
何
が
説
き
て
《
衆
僧
に
供
養
す
れ
ば
、
則
ち
具
足
す
る
に
三
帰
に
供
養
す
る
こ
と
を
得
》
と
言
う
や
〉
と
。
我
、
復
告

げ
て
言
わ
く
、〈
汝
、
我
が
語
に
随
わ
ば
則
ち
仏
を
供
養
す
る
な
り
。
解
脱
の
為
の
故
に
即
ち
法
を
供
養
す
る
な
り
。
衆
僧
受
く
れ

ば
則
ち
僧
を
供
養
す
る
な
り
〉
と
。

善
男
子
よ
、
是
の
故
に
三
帰
は
一
と
為
す
を
得
ず
。
善
男
子
よ
、
如
来
は
或
る
時
、
一
を
説
き
て
三
と
為
し
、
三
を
説
き
て
一
と
為

す
。
是
の
如
く
の
義
は
、
諸
仏
の
境
界
に
し
て
声
聞
、
縁
覚
の
知
る
所
に
非
ず
」
と
。

 

（
大
正
十
二
、三
九
五
c
、
一
七
―
三
九
六
a
、
七
行
）

こ
こ
で
は
、「
三
跳
三
帰
の
譬
喩
」
を
導
入
と
し
て
「
涅
槃
・
仏
性
・
決
定
・
如
来
な
ど
が
同
じ
意
味
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
故
、
三
帰

依
を
説
く
の
か
」
と
い
う
疑
問
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
三
帰
依
と
は
「
仏
・
法
・
僧
」
の
三
つ
に
帰
依
す
る
事
を
指
す
。
こ

こ
で
は
三
宝
が
各
々
別
で
は
な
く
、
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
故
に
「
三
」
帰
依
と
し
て
説
く
の
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

こ
の
迦
葉
菩
薩
の
疑
問
に
対
し
て
釈
尊
は
、
二
つ
の
事
例
を
提
示
す
る
。
そ
れ
は
、
法
と
は
「
名
は
一
に
し
て
義
は
異
な
る
」
場
合
と

「
名
と
義
は
倶
に
異
な
る
」
場
合
の
二
つ
の
事
例
で
あ
る
。
そ
し
て
三
帰
依
は
後
者
の
「
名
と
義
は
倶
に
異
な
る
」
事
例
に
相
当
す
る
と

説
明
さ
れ
る
。
こ
の
「
名
と
義
は
倶
に
異
な
る
」
事
例
を
更
に
説
明
す
る
為
に
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
の
説
話
が
説
か
れ
る
の
で
あ
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る
。説

話
の
内
容
と
し
て
は
、
釈
尊
が
自
身
の
叔
母
で
あ
り
養
母
で
あ
る
摩
訶
波
闍
波
提
に
対
し
て
、「
私
に
供
養
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

僧
伽
に
供
養
す
れ
ば
、
三
宝
す
べ
て
に
供
養
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
、
諭
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
唐
突
な
始
ま
り
で
は
あ
る
が
、
お
そ
ら

く
摩
訶
波
闍
波
提
が
釈
尊
に
対
し
て
供
養
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
設
定
で
あ
ろ
う
。

こ
の
様
な
摩
訶
波
闍
波
提
と
釈
尊
と
の
説
話
は
大
本
以
外
に
も
確
認
で
き
る
。
河
村
﹇
一
九
七
四
﹈
に
よ
れ
ば
、瞿
曇
僧
伽
提
婆
訳
『
中

阿
含
経
』「
瞿
曇
弥
経
」（
第
一
八
〇
経
）21
な
ど
に
同
様
の
説
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
釈
尊
が
故
郷
で
あ
る
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
で
、
養
母
の
瞿
曇
弥
（
マ
ハ
ー
パ
ジ
ャ
パ
テ
ィ
ー
を
指
し
、
大
本
で
は
「
憍

曇
弥
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
か
ら
真
新
し
い
衣
を
布
施
さ
れ
る
場
面
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
の
釈
尊
は
、「
私
個
人
に
布
施
す
る

の
で
は
な
く
、
僧
伽
に
布
施
し
た
後
に
私
や
僧
伽
の
皆
に
布
施
す
べ
き
で
あ
る
」
と
、
釈
尊
に
の
み
布
施
し
よ
う
と
す
る
瞿
曇
弥
を
再
三

に
わ
た
り
忠
告
し
て
い
る
。

こ
の
「
瞿
曇
弥
経
」
の
冒
頭
の
様
子
は
、
大
本
と
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
。
し
か
し
、「
瞿
曇
弥
経
」
で
は
布
施
に
お
け
る
施
者
と
受

者
の
関
係
を
問
題
と
し
て
、
布
施
の
理
想
的
な
在
り
方
を
解
説
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
本
と
内
容
は
異
な
る
。

で
は
大
本
で
は
、
何
を
表
す
為
に
説
話
を
使
用
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
大
本
で
は
、「
僧
伽
に
供
養
し
な
さ
い
」
と
い
う
釈
尊
の
言

葉
に
対
し
て
、
摩
訶
波
闍
波
提
は
「（
釈
尊
を
除
い
た
）
僧
伽
の
中
に
は
、
仏
も
法
も
存
在
し
な
い
の
に
、
何
故
三
宝
に
帰
依
す
る
こ
と

に
な
る
の
か
」
と
の
疑
問
を
述
べ
る
。
す
る
と
釈
尊
は
「
私
の
言
葉
に
随
え
ば
、
仏
を
供
養
す
る
事
に
な
る
。
さ
ら
に
私
の
言
葉
に
随
う

と
い
う
こ
と
は
、
解
脱
を
目
指
す
為
で
あ
る
の
だ
か
ら
法
を
供
養
す
る
事
に
な
る
。
そ
し
て
、（
最
初
に
指
示
し
た
）
僧
伽
に
供
養
す
る

な
ら
ば
、
僧
に
供
養
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
」
と
、
答
え
て
説
話
は
終
っ
て
お
り
、
三
宝
の
内
の
一
つ
に
供
養
す
れ
ば
三
宝
す
べ
て
を
供
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養
す
る
事
に
繋
が
る
と
述
べ
て
い
る
。

又
、
説
話
直
後
に
は
「
如
来
は
或
る
時
、
一
を
説
き
て
三
と
為
し
、
三
を
説
き
て
一
と
為
す
。」
と
示
し
て
、
如
来
の
説
法
は
機
に
応

じ
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
本
で
は
供
養
す
る
事
に
主
眼
を
置
か
ず
、
説
話
直
前
の
経
典
の
文
脈
に
従
い
、

法
の
説
き
方
に
主
眼
を
置
く
為
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

以
上
の
様
に
、
二
つ
の
説
話
は
共
に
、
先
行
し
て
存
在
し
た
素
材
を
引
用
し
、『
涅
槃
経
』
の
教
理
に
合
せ
て
編
集
し
直
さ
れ
た
も
の

と
考
え
る
。
以
上
が
、
今
回
の
考
察
対
象
と
な
る
説
話
で
あ
る
。

四　

大
本
固
有
の
視
点
と
そ
の
意
義

次
に
、
六
巻
本
と
大
本
と
の
相
異
点
の
始
ま
り
と
な
る
、
四
相
の
総
括
の
異
な
り
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
伊
字
の
三

点
」
の
初
出
と
再
説
箇
所
や
、「
伊
字
の
三
点
」
の
背
景
と
な
る
「
秘
密
蔵
」
と
「
如
来
常
住
」
の
初
出
箇
所
を
確
認
し
つ
つ
、
大
本
が

引
用
し
た
二
つ
の
説
話
の
意
義
を
求
め
て
み
た
い
。

（
一
）
伊
字
の
三
点

大
本
四
相
品
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、「
伊
字
の
三
点
」
の
存
在
で
あ
る22
。
ま
ず
こ
の
「
伊
字
の
三
点
」
が
、

ど
の
様
に
し
て
大
本
に
登
場
し
た
の
か
を
確
認
し
た
い
。
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【
六
巻
本
】

「
復
次
に
比
丘
よ
、
百
穀
、
薬
木
及
び
諸
の
珍
宝
、
皆
地
よ
り
出
ず
。
一
切
衆
生
は
依
り
て
生
長
を
得
た
り
。
如
来
は
是
の
如
く
の

妙
善
を
生
じ
て
諸
の
甘
露
の
法
を
出
す
。
衆
生
は
此
れ
に
因
り
て
法
身
を
長
養
す
。
是
の
故
に
、
比
丘
は
当
に
疑
う
所
を
問
う
べ
し
。

如
来
は
悉
く
為
に
決
定
義
を
説
き
、
然
る
後
泥

す
。
一
切
の
諸
の
衆
生
を
安
楽
せ
ん
が
故
に
」
と
。

 

（
大
正
十
二
、八
六
一
c
、
五
―
九
行
）

【
大
本
】

「
諸
比
丘
よ
、
譬
え
ば
大
地
の
諸
山
、
薬
草
を
衆
生
の
為
に
用
い
る
が
如
し
。
我
が
法
も
亦
爾
り
。
妙
善
を
生
じ
て
甘
露
の
法
を
出

だ
し
て
、
而
し
て
衆
生
の
種
種
の
煩
悩
病
の
良
薬
と
為
す
。
我
、
今
当
に
一
切
衆
生
及
び
我
が
子
四
部
の
衆
を
し
て
、
悉
く
皆
秘
密

蔵
中
に
安
住
せ
し
む
る
べ
し
。
我
も
亦
復
当
に
是
の
中
に
安
住
し
て
涅
槃
に
入
る
べ
し
。
何
等
を
名
づ
け
て
秘
密
の
蔵
を
為
す
や
。

猶
伊
字
の
三
点
の
如
し
。
若
し
並
べ
ば
則
ち
伊
を
成
ぜ
ず
、
縦
も
亦
成
ぜ
ず
。
摩
醯
首
羅
の
面
上
の
三
目
の
如
し
。
乃
ち
伊
の
三
点

を
成
ず
。
若
し
別
な
る
も
亦
成
ず
る
を
得
ず
。
我
も
亦
是
の
如
し
。
解
脱
の
法
も
亦
涅
槃
に
非
ず
、
如
来
の
身
も
亦
涅
槃
に
非
ず
、

摩
訶
般
若
も
亦
涅
槃
に
非
ず
。
三
法
各
異
な
る
も
亦
涅
槃
に
非
ず
。
我
、
今
是
の
如
き
の
三
法
に
安
住
し
て
、
衆
生
の
為
の
故
に
涅

槃
に
入
る
と
名
く
。
世
の
伊
字
の
如
し
」
と
。

 

（
大
正
十
二
、三
七
六
c
、
六
―
一
七
行
）

右
記
が
、
哀
歎
品
で
確
認
で
き
る
「
伊
字
の
三
点
」（
点
線
部
）
の
初
出
箇
所
で
あ
る
。
比
較
の
為
に
両
本
の
該
当
箇
所
を
挙
げ
た
。
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こ
の
箇
所
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
は
、
両
本
と
も
に
「
入
滅
は
す
る
事
に
は
間
違
い
な
い
が
、
如
来
常
住
に
つ
い
て
比
丘
衆
を
は
じ
め
と

し
た
会
衆
に
説
明
し
た
後
に
入
滅
す
る
」
と
い
う
内
容
に
違
い
は
無
い
事
が
分
か
る
。

そ
の
中
で
大
き
く
異
な
る
の
は
、後
述
す
る
比
丘
衆
か
ら
の
懇
願
に
答
え
る
形
で
語
ら
れ
る
、「
秘
密
蔵
」
の
内
容
と
し
て
示
さ
れ
る
「
伊

字
の
三
点
」
で
あ
る
。
こ
の
「
伊
字
の
三
点
」
と
は
、
先
行
研
究23
で
は
悉
曇
文
字
の
「　

」
の
字
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
大
本
の
説
明

の
中
で
は
、「
摩
醯
首
羅
の
三
つ
の
眼
の
配
置
の
様
で
あ
り
、
そ
れ
は
横
や
縦
に
並
ぶ
も
の
で
は
無
い
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
三
つ
の
点
が

付
か
ず
離
れ
ず
、
増
減
せ
ず
、
相
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
事
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
本
で
は
、
そ
の
「
伊
字
の
三
点
」
が
「
解
脱
・

如
来
身
・
摩
訶
般
若
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
）。
し
か
し
六
巻
本
で
は
「
伊
字
の
三
点
」
を
開
示
す
る
箇
所
が
存
在
し
な
い
。

次
に
、
四
相
品
に
お
け
る
相
異
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
四
相
品
で
の
「
伊
字
の
三
点
」
が
再
説
さ
れ
る
箇
所
を
見
て

み
る
。

【
大
本
】声

聞
、
縁
覚
は
是
の
如
き
の
甚
深
の
義
を
解
せ
ず
、
伊
字
の
三
点
の
解
脱
、
涅
槃
、
摩
訶
般
若
を
成
じ
て
、
秘
密
蔵
を
成
ず
る
を
聞

か
ず
。
我
、
今
、
此
に
於
い
て
闡
揚
し
分
別
し
て
、
諸
の
声
聞
の
為
に
慧
眼
を
開
発
す
。

 

（
大
正
十
二
、三
八
七
ｂ
、
一
〇
―
一
三
行
）

右
の
様
に
、
大
本
で
は
声
聞
の
為
に
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
の
「
伊
字
の
三
点
」
で
あ
る
「
解
脱
・
涅
槃
・
摩
訶
般
若
」
を
開
示
し
て
い

く
事
が
示
さ
れ
る
。

冠
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六
巻
本
に
も
「
秘
密
蔵
」
に
類
似
し
た
言
葉
と
し
て
、「
種
種
秘
要
方
便
密
教
」
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
は
声
聞
に
は
理
解
で
き
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
六
巻
本
で
は
「
伊
字
の
三
点
」
が
示
さ
れ
な
い
為
に
、
直
後
の
四
相
の
総
括
部
分
で
は
大
本
と
の
異
な
り

が
存
在
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
四
相
品
で
は
四
相
と
し
て
示
さ
れ
る
「
自
正
・
正
他
・
能
隨
問
答
・
善
解
因
縁
義
」
の
四
つ
が
一
義
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る

箇
所
で
あ
る
。

【
六
巻
本
】

彼
の
衆
生
の
心
想
の
応
ず
る
所
に
随
い
て
、
為
に
法
を
説
く
と
は
虚
妄
と
為
す
に
非
ず
。
譬
え
ば
、
人
有
り
て
虚
空
の
多
く
の
名
を

説
く
が
如
し
。
空
と
為
し
、
虚
と
為
し
、
無
所
有
と
為
し
、
無
数
と
為
す
。
是
の
如
く
の
等
の
説
は
、
皆
、
虚
妄
に
非
ず
。
如
来
の

説
法
も
亦
復
是
の
如
し
。
大
般
泥

経
の
四
種
の
説
は
、
悉
く
応
ず
る
所
有
り
て
虚
妄
と
為
す
に
非
ざ
る
な
り
。

 

（
大
正
十
二
、八
七
〇
a
、
六
―
一
〇
行
）

六
巻
本
で
は
、
四
相
（
法
）
と
は
衆
生
に
応
じ
て
説
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
時
々
に
よ
っ
て
教
え
の
説
き
方
を
変
え
る
事
に
よ
っ
て
、

そ
の
教
え
が
偽
り
で
あ
る
と
は
考
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
文
脈
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
大
本
】仮

使
し
、
人
有
り
て
是
の
如
く
の
言
を
作
し
て
、「
是
の
如
く
の
四
事
は
云
何
が
一
と
為
す
や
、
虚
妄
に
非
ず
や
」
と
。
即
ち
応
に



48

反
質
す
べ
し
。「
是
れ
虚
空
、
無
所
有
、
不
動
、
無
礙
な
り
。
是
の
如
き
の
四
事
は
何
等
の
異
有
ら
ん
や
。
是
れ
豈
に
名
づ
け
て
虚

妄
と
為
す
を
得
る
や
」
と
。
不
な
り
、
世
尊
よ
。
是
の
如
き
の
諸
句
は
即
ち
是
れ
一
義
な
り
。
所
謂
、
空
義
な
り
。
自
正
、
正
他
、

能
随
問
答
、
解
因
縁
義
も
亦
復
是
の
如
し
。
即
ち
大
涅
槃
と
等
し
く
し
て
、
異
有
る
こ
と
無
し
。

 

（
大
正
十
二
、三
八
七
b
、
一
三
―
一
八
行
）

し
か
し
、
大
本
で
は
、
在
り
方
と
し
て
の
四
相
は
一
義
で
あ
り
、「
大
般
涅
槃
」
の
在
り
方
と
異
な
る
こ
と
は
無
い
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、「
秘
密
蔵
」
の
内
容
で
あ
る
「
伊
字
の
三
点
」
の
関
係
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
四
相

の
四
つ
が
個
々
別
々
と
し
て
、又
は
段
階
を
踏
ん
で
い
く
も
の
で
は
な
く
、四
つ
が
均
等
に
備
わ
り
、機
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
事
が
「
大

般
涅
槃
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
伊
字
の
三
点
」
の
相
即
不
離
の
関
係
が
、
六
巻
本
と
の
四
相
の
総
括
の
異
な
り
（
大
本
で
は
四
相
が
同
じ
意
味
を
持
つ
と
い
う

こ
と
を
強
調
す
る
点
）
に
影
響
を
与
え
、『
涅
槃
経
』
の
「
解
脱
」
の
示
し
方
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
説
話
そ
の
も
の
を
引
き
出
す

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
二
）
秘
密
蔵

次
に
、「
伊
字
の
三
点
」
提
示
の
発
端
と
な
っ
た
「
秘
密
蔵
」
の
語
句
が
、
最
初
に
確
認
出
来
る
哀
歎
品
の
箇
所
を
見
て
み
た
い
。

六
巻
本
と
大
本
は
共
に
純
陀
品
に
お
い
て
、
入
滅
す
る
は
ず
の
釈
尊
か
ら
、
真
実
に
は
「
如
来
が
常
住
で
あ
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

し
か
し
、
続
く
哀
歎
品
で
は
大
本
に
の
み
、
比
丘
衆
に
よ
っ
て
「
秘
密
蔵
」
と
い
う
語
句
の
初
出
と
そ
の
内
容
の
開
示
が
求
め
ら
れ
始
め
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る
。
そ
の
場
面
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
大
本
】

「
世
尊
よ
、
譬
え
ば
国
王
の
諸
子
の
形
貌
端
正
に
し
て
、
心
常
に
愛
念
し
、
先
に
伎
芸
を
教
え
て
悉
く
通
利
せ
し
め
て
、
然
る
後
に

将
て
魁
膾
に
付
し
て
殺
さ
し
む
る
が
如
し
。
世
尊
よ
、
我
等
今
日
法
王
子
と
為
り
、
仏
の
教
誨
を
蒙
る
を
以
て
正
見
を
具
す
。
願
わ

く
ば
放
捨
す
る
こ
と
莫
れ
。
如
其
（
も
）
し
放
捨
す
れ
ば
則
ち
王
子
と
同
じ
か
ら
ん
。
…
世
尊
よ
、
譬
え
ば
医
王
の
善
く
方
薬
を
解

し
、
偏
え
に
秘
方
を
以
て
其
の
子
に
教
授
し
て
、
其
の
余
の
外
の
受
学
の
者
に
教
え
ざ
る
が
如
し
。
如
来
も
亦
爾
り
。
独
り
甚
深
秘

密
の
蔵
を
以
て
偏
え
に
文
殊
に
教
え
、
我
等
を
遺
棄
し
て
顧
愍
せ
ら
れ
ず
。
如
来
は
法
に
於
い
て
応
に
慳
悋
無
か
る
べ
し
。
…
唯
だ

願
わ
く
ば
如
来
よ
、
我
等
に
甘
露
の
正
道
を
示
導
し
て
、
久
し
く
世
に
住
り
て
、
涅
槃
に
入
り
た
ま
う
こ
と
勿
れ
」
と
。

 

（
大
正
十
二
、三
七
六
a
、
三
―
二
八
行
）

右
の
傍
線
部
（
以
後
、
こ
の
大
本
に
の
み
存
在
す
る
箇
所
を
こ
こ
で
は
「
偏
教
文
殊
」
と
呼
称
す
る
）
の
様
に
、
純
陀
品
に
お
い
て
明

か
さ
れ
た
「
如
来
常
住
」
の
説
は
、
比
丘
衆
に
よ
っ
て
「
秘
密
蔵
」
と
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
比
丘
衆
は
文
殊
師
利
だ
け
に
教

え
た
秘
奥
が
あ
り
、「
私
達
に
そ
れ
を
教
え
ず
に
入
滅
し
な
い
で
欲
し
い
」
と
、
釈
尊
に
懇
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
偏
教
文
殊
」
は
大
本
に
お
い
て
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
「
伊
字
の
三
点
」
を
引
き
出
す
役
割
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

又
、
こ
の
「
秘
密
蔵
」
は
「
蔵
」
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
の
か
を
問
題
と
し
て
語
ら
れ
る
の
が
、「
波
斯
匿
王
」
説
話

で
あ
る
。
次
に
、「
波
斯
匿
王
」
説
話
の
内
容
に
大
き
く
関
わ
る
「
如
来
常
住
」
の
初
出
を
確
認
す
る
。
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（
三
）「
如
来
常
住
」

『
涅
槃
経
』
の
根
本
的
な
テ
ー
マ
と
言
え
る
「
如
来
常
住
」
と
い
う
思
想
が
表
れ
始
め
る
の
は
、
六
巻
本
と
大
本
共
に
純
陀
品
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
両
本
間
で
は
純
陀
品
自
体
の
構
造
に
異
な
り
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
六
巻
本
】

爾
の
時
世
尊
、
一
切
種
智
、
一
切
の
時
を
知
り
て
淳
（
純
）
陀
に
告
げ
て
言
わ
く
、「
如
来
、
応
供
、
等
正
覚
と
諸
の
大
衆
と
は
、

当
に
汝
の
請
う
最
後
供
養
を
受
く
る
べ
し
」
と
。
時
に
諸
天
、
人
、
阿
修
羅
、
如
来
、
応
供
、
等
正
覚
、
長
者
純
陀
の
最
後
供
養
を

受
く
る
を
聞
く
。

一
切
大
衆
、
内
に
歓
喜
を
懐
き
、
異
口
同
声
に
「
未
曾
有
な
り
」
と
歎
ず
。「
善
き
哉
、
善
き
哉
。
純
陀
長
者
は
、
徳
と
願
を
満
足

せ
り
、
甚
だ
奇
な
り
純
陀
よ
。」

 

（
大
正
十
二
、八
五
八
a
、
九
―
一
三
行
）

右
に
示
し
た
六
巻
本
で
は
、
釈
尊
に
食
を
布
施
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
純
陀
が
、『
涅
槃
経
』
の
会
に
参
集
し
た
大
衆
か
ら
褒
め
称

え
ら
れ
る
場
面
へ
と
即
座
に
移
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
次
に
示
す
大
本
で
は
、
純
陀
が
施
食
を
許
可
さ
れ
た
後
、
称
賛
を
受
け
る
ま
で
の

間
に
「
二
種
施
食
」
に
つ
い
て
の
や
り
と
り
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
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【
大
本
】爾

の
時
世
尊
、
一
切
種
智
、
無
上
調
御
、
純
陀
に
告
げ
て
曰
わ
く
、「
善
き
哉
、
善
き
哉
。
我
、
今
汝
の
為
に
貧
窮
を
除
断
し
、
無

上
法
雨
を
汝
の
身
田
に
雨
ら
せ
法
芽
を
生
ぜ
し
む
る
な
り
。
汝
、
今
我
に
於
い
て
寿
命
、
色
力
、
安
弁
を
求
る
を
欲
す
。
我
当
に
汝

に
常
命
、
色
力
、
安
無
礙
弁
を
施
す
べ
し
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
。
純
陀
よ
、
施
食
に
二
有
り
て
果
報
に
差
無
し
。
何
等
を
か
二
と

為
す
や
。
一
は
受
け
已
り
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
。
二
は
受
け
已
り
て
涅
槃
に
入
る
な
り
。
我
は
今
汝
の
最
後
供
養
を
受
け
、

汝
を
し
て
檀
波
羅
蜜
を
具
足
せ
し
む
る
な
り
」
と
。

爾
の
時
純
陀
、
即
ち
仏
に
白
し
て
言
わ
く
、「
仏
の
所
説
の
如
く
、
二
施
の
果
報
に
差
別
無
し
と
は
、
是
の
義
は
然
ら
ず
」
…
仏
、

言
わ
く
、「
善
男
子
よ
、
如
来
は
已
に
無
量
無
辺
阿
僧
祇
劫
に
於
い
て
、
食
身
、
煩
悩
の
身
有
る
こ
と
無
し
。
無
後
辺
身
、
常
身
、

法
身
、
金
剛
の
身
な
り
。
…
我
今
、
此
の
会
の
大
衆
の
為
に
、
是
の
故
に
汝
が
最
後
に
奉
ず
る
所
を
受
く
る
な
り
。
実
に
は
亦
食
せ

ず
」
と
。

爾
の
時
、
大
衆
、
仏
、
世
尊
の
普
く
大
会
の
為
に
、
純
陀
の
最
後
供
養
を
受
く
る
を
聞
き
て
、
歓
喜
、
踊
躍
し
て
同
声
に
讃
じ
て
言

わ
く
、「
善
き
哉
、
善
き
哉
。
希
有
な
り
純
陀
よ
。」

 

（
大
正
十
二
、三
七
二
a
、
三
―
b
、
一
五
行
）

右
の
傍
線
部
の
様
に
、
大
本
で
は
釈
尊
が
純
陀
の
施
食
を
許
す
場
面
で
は
、
そ
の
当
初
か
ら
、
釈
尊
に
よ
っ
て
施
食
に
は
二
種
あ
る
事

が
言
及
さ
れ
る24
。
こ
の
言
及
を
き
っ
か
け
と
し
た
、
右
の
箇
所
以
降
の
純
陀
と
釈
尊
の
「
二
種
施
食
」
に
関
す
る
や
り
と
り
は
、
六
巻
本

に
は
見
ら
れ
な
い
。
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「
二
種
施
食
」
と
は
『
長
阿
含
経
』「
遊
行
経
」
な
ど
か
ら
類
推
す
る
に
、
一
つ
は
釈
尊
の
成
道
直
前
の
ス
ジ
ャ
ー
タ
（
難
陀
波
羅
）
に

よ
っ
て
乳
粥
を
布
施
さ
れ
た
事
を
指
し
、
も
う
一
つ
は
成
道
後
の
最
後
の
遊
行
中
の
釈
尊
に
対
し
て
鍛
冶
工
チ
ュ
ン
ダ
（
純
陀
）
が
布
施

し
た
食
事
の
事
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。『
涅
槃
経
』
純
陀
品
で
は
、上
記
の
純
陀
の
布
施
を
題
材
と
し
て
変
形
さ
せ
て
用
い
て
『
涅
槃
経
』

を
物
語
っ
て
い
く
発
端
と
し
て
い
る
。

し
か
し
大
本
で
は
、
釈
尊
成
道
前
の
ス
ジ
ャ
ー
タ
の
布
施
と
、
成
道
後
の
純
陀
の
布
施
と
は
「
布
施
者
へ
の
果
報
の
違
い
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
の
問
題
提
起
が
純
陀
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
釈
尊
は
、
無
量
阿
僧
祇
劫
の
昔
よ
り
既
に
食
事
を
必
要
と
し

な
い
身
体
、「
法
身
」
で
あ
る
事
を
明
か
す
。
そ
し
て
、
ス
ジ
ャ
ー
タ
の
乳
粥
を
食
し
た
の
は
衆
生
を
導
く
た
め
の
方
便
で
あ
り
、
物
語

上
こ
れ
か
ら
示
す
で
あ
ろ
う
入
滅
や
純
陀
の
布
施
を
食
す
こ
と
も
全
て
は
衆
生
を
導
く
た
め
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

こ
の
「
二
種
施
食
」
に
関
す
る
や
り
と
り
の
中
で
は
、「
如
来
常
住
」
を
示
唆
す
る
釈
尊
の
教
説
が
存
在
す
る
が
、
六
巻
本
に
は
「
二

種
施
食
」
自
体
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
六
巻
本
で
は
ど
こ
で
「
如
来
常
住
」
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
純
陀
の
施
食
が
認
め
ら
れ
た
後
に
始
ま
る
、
純

陀
と
文
殊
師
利
と
の
問
答
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
問
答
は
両
本
と
も
に
存
在
し
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

こ
の
問
答
は
最
後
の
布
施
者
に
選
ば
れ
た
純
陀
を
文
殊
師
利
が
試
す
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
純
陀
が
「
如
来
を
し
て
久
し
く
世
に
住
ま

り
て
涅
槃
に
入
り
た
ま
わ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す25
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
対
し
て
、文
殊
師
利
は
「
汝
、今
当
に
諸
行
の
性
相
を
観
ず
べ
し26
」

と
、
た
し
な
め
る
こ
と
が
契
機
と
な
り
問
答
が
始
ま
る
。
そ
し
て
、
純
陀
の
「
如
来
を
諸
行
と
同
じ
く
観
ず
る
こ
と
勿
れ27
」
と
い
う
内
容

の
主
張
に
対
し
て
、
文
殊
師
利
が
純
陀
の
主
張
の
正
当
性
を
認
め
て
「
汝
は
今
…
…
能
く
如
来
は
是
れ
常
住
法
、
不
変
異
法
、
無
為
の
法

な
る
を
知
る28
」
と
、
如
来
は
常
住
で
あ
り
、
無
為
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
後
の
問
答
は
、
釈
尊
に
も
純
陀
の
主
張
の
正
当
性
が
認
め
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ら
れ
つ
つ
収
束
し
て
い
く
。
六
巻
本
で
は
こ
の
問
答
に
お
い
て
初
め
て
「
如
来
常
住
」
の
考
え
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

純
陀
品
に
お
け
る
純
陀
と
文
殊
師
利
と
の
問
答
に
よ
っ
て
、
六
巻
本
と
大
本
は
共
に
『
涅
槃
経
』
の
根
本
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
「
如
来

常
住
」
を
示
し
始
め
る
。
大
本
で
は
、
こ
の
問
答
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
先
の
「
偏
教
文
殊
」
に
お
い
て
「
如
来
常
住
」
を
『
涅
槃
経
』

に
お
け
る
「
秘
密
蔵
」
と
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
。

「
波
斯
匿
王
」
説
話
は
、
釈
尊
が
過
去
に
示
し
た
「
無
常
」
の
教
え
と
、
こ
の
純
陀
品
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
如
来
常
住
」
の
教
え
と

の
矛
盾
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
大
本
に
お
け
る
説
話
の
存
在
意
義

前
節
ま
で
は
、「
伊
字
の
三
点
」
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
思
想
の
根
源
を
遡
る
様
に
確
認
し
た
。
簡
単
に
正
し
い
順
を
示
す
と
、
①
『
涅

槃
経
』
の
根
本
的
な
思
想
と
し
て
「
如
来
常
住
」
の
教
え
が
示
さ
れ
る
。
②
そ
の
「
如
来
常
住
」
を
理
解
出
来
な
い
比
丘
衆
が
「
秘
密
蔵
」

と
呼
び
、
教
え
の
開
示
を
懇
願
す
る
。
③
比
丘
衆
の
懇
願
に
答
え
て
、「
秘
密
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
「
如
来
常
住
」
の
内
容
と
し
て
「
伊
字

の
三
点
」（
解
脱
・
如
来
身
・
摩
訶
般
若
）
が
示
さ
れ
る
。
以
上
の
順
で
あ
る
。

右
の
術
語
の
初
出
の
順
に
沿
う
よ
う
に
、
大
本
四
相
品
に
見
ら
れ
る
「
波
斯
匿
王
」
説
話
に
は
「
如
来
常
住
」
と
「
秘
密
蔵
」
が
、
次

の
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
説
話
に
は
「
伊
字
の
三
点
」
が
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
事
を
改
め
て
考
察
し
て
み
る
。

「
秘
密
蔵
」
の
内
容
で
あ
る
「
伊
字
の
三
点
」
を
重
視
す
る
影
響
を
受
け
て
、「
波
斯
匿
王
」
の
説
話
で
は
「
秘
密
蔵
」
の
捉
え
方
と
し

て
「
蔵
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
蔵
」
は
「
秘
密
蔵
」
を
示
し
て
お
り
、こ
の
「
秘
密
蔵
」
と
は
哀
歎
品
の
「
偏
教
文
殊
」

に
お
い
て
比
丘
衆
か
ら
「
如
来
常
住
」
の
教
え
に
対
し
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
何
故
、
こ
の
「
蔵
」
が
問
題
と
な
る
の
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か
。
そ
れ
は
哀
歎
品
に
お
い
て
、「
如
来
常
住
」
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
質
問
さ
れ
る
「
無
常
想
が
最
も
大
切
な
教
え
で
は
な
か
っ
た
の

か29
」
と
い
う
比
丘
衆
の
認
識
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
は
、『
涅
槃
経
』
が
純
陀
・
哀
歎
品
で
提
示
す

る
「
如
来
常
住
」
と
い
う
経
典
の
根
幹
と
な
る
思
想
に
対
し
て
、『
涅
槃
経
』
以
前
の
教
え
を
守
る
者
達
の
代
表
と
し
て
比
丘
衆
を
対
告

衆
と
し
て
い
る
様
に
見
え
る
。
そ
し
て
、そ
の
比
丘
衆
の
認
識
と
し
て
先
に
挙
げ
た
哀
歎
品
で
の
「
無
常
想
が
最
も
優
れ
た
も
の
で
あ
る
」

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
「
波
斯
匿
王
」
説
話
は
、
説
話
自
体
の
主
旨
で
あ
る
「
無
常
」
の
教

え
と
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
「
如
来
常
住
」
の
教
え
の
矛
盾
を
根
本
的
な
問
題
と
し
つ
つ
、「
如
来
常
住
」
を
秘
匿
し
て
い
た
と
す
る
誤

解
を
解
く
為
に
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
。

次
に
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
で
あ
る
が
、
前
節
の
「
伊
字
の
三
点
」
で
も
述
べ
た
四
相
を
一
義
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
四
相
の
総

括
部
分
と
同
じ
く
、「
伊
字
の
三
点
」
の
関
係
性
を
引
き
継
い
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
影
響
は
、『
涅
槃
経
』
の
「
解
脱
」
を
説
く
場

合
に
関
し
て
も
同
じ
事
が
言
え
る30
。
何
故
な
ら
ば
、「
〜
は
解
脱
で
あ
る
。
是
れ
即
ち
如
来
な
り
」
と
い
う
定
型
句
に
よ
っ
て
羅
列
さ
れ

て
い
く
『
涅
槃
経
』
の
解
脱
の
示
し
方
は
、「
解
脱
」
と
い
う
主
語
を
使
用
し
な
が
ら
も
如
来
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
様
に
も
見
え
る
。

そ
れ
は
「
伊
字
の
三
点
」
の
在
り
方
の
様
に
、
解
脱
と
如
来
は
異
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
『
涅

槃
経
』
の
「
解
脱
」
が
説
か
れ
る
延
長
に
存
在
す
る
「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
説
話
で
は
、
説
話
の
総
括
と
し
て
「
如
来
は
或
る
時
、

一
を
説
き
て
三
と
為
し
、
三
を
説
き
て
一
と
為
す
。」
と
、
如
来
の
説
法
は
機
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
様
に
、「
伊

字
の
三
点
」
の
三
点
の
間
に
あ
る
相
即
関
係
の
在
り
方
か
ら
、『
涅
槃
経
』
の
経
説
と
『
涅
槃
経
』
以
前
の
教
え
と
の
矛
盾
の
解
決
を
図
っ

て
い
る
と
考
え
る
。

こ
こ
ま
で
で
、
二
つ
の
説
話
が
挿
入
さ
れ
た
の
は
、「
如
来
常
住
」
で
あ
る
「
秘
密
蔵
」
と
そ
の
内
容
と
し
て
の
「
伊
字
の
三
点
」
の
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考
え
方
の
導
入
に
よ
る
事
が
理
解
さ
れ
る
。

以
上
の
二
つ
の
説
話
が
挿
入
さ
れ
た
意
図
は
、『
涅
槃
経
』
教
理
自
体
の
問
題
解
決
の
為
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
二
乗
と
大
乗

の
『
涅
槃
経
』
と
の
教
説
は
乖
離
し
て
い
な
い
事
を
、
具
体
例
と
し
て
の
阿
含
経
典
な
ど
の
教
説
を
捉
え
直
す
事31
で
説
明
し
て
い
る
の
だ

と
考
え
る
。

五　

お
わ
り
に

四
相
品
ま
で
の
『
涅
槃
経
』
で
重
視
さ
れ
て
き
た
の
は
、「
無
常
」
に
代
表
さ
れ
る
比
丘
衆
と
さ
れ
る
声
聞
以
下
に
示
し
た
教
え
を
前

提
と
し
て
、『
涅
槃
経
』
の
「
秘
密
蔵
」
で
あ
る
「
如
来
常
住
」
の
教
え
を
説
き
明
か
す
点
で
あ
る
。「
伊
字
の
三
点
」
な
ど
の
大
本
固
有

思
想
は
、
伝
統
的
な
思
想
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
両
者
の
関
係
性
を
示
す
為
の
理
論
構
築
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
様
な
中
で
の
六
巻
本
と
大
本
と
の
関
係
は
、『
涅
槃
経
』
両
本
に
共
通
す
る
思
想
を
持
ち
な
が
ら
も
、『
涅
槃
経
』
の
思
想
の
示
し

方
に
成
熟
度
合
い
の
差
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
六
巻
本
で
は
経
典
の
文
脈
の
中
で
、
漠
然
と
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
涅
槃
と
如

来
と
の
関
係
な
ど
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
大
本
で
は
、
よ
り
明
確
に
す
る
為
に
六
巻
本
に
は
無
い
「
伊
字
の
三
点
」
な

ど
の
語
句
や
四
相
品
の
説
話
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
と
言
え
る
。

つ
ま
り
、
四
相
品
ま
で
の
大
本
『
涅
槃
経
』
で
は
、『
涅
槃
経
』
の
思
想
を
端
的
に
捉
え
る
為
の
指
標
と
し
て
「
秘
密
蔵
」
や
「
伊
字

の
三
点
」
な
ど
の
語
句
を
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
指
標
と
な
る
語
句
を
発
端
と
し
て
、
説
話
を
挿
入
し
、『
涅
槃
経
』
と
そ
れ
以
前
の
伝

統
的
な
思
想
と
の
間
に
は
矛
盾
が
無
い
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
四
相
品
ま
で
の
六
巻
本
に
比
べ
て
大
本
は
、
思
想
自
体
と
思
想
の
伝
え
方
が
成
熟
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

【
参
考
文
献
】

横
超
慧
日
﹇
一
九
八
一
﹈『
涅
槃
経
―
如
来
常
住
と
悉
有
仏
性
―
』（
平
楽
寺
書
店
）

尾
崎　

勤
﹇
二
〇
一
三
﹈「『
涅
槃
経
』
の
北
本
南
伝
と
南
本
編
纂
の
時
期
」（『
佛
教
史
學
研
究
』
第
五
六
巻
第
一
号
）

織
田
顕
祐
﹇
二
〇
一
〇
﹈『
大
般
涅
槃
経
序
説
』（
東
本
願
寺
出
版
）

　
　
　
　

﹇
二
〇
一
二
﹈「
涅
槃
経
に
お
け
る
無
我
と
我
の
教
説
」（『
日
本
佛
教
學
會
年
報
』
第
七
十
七
号
）

河
村
孝
照
﹇
一
九
七
〇
﹈「
大
乗
涅
槃
経
に
お
け
る
大
般
泥

経
と
大
般
涅
槃
経
と
の
比
較
研
究
」（『
東
洋
学
研
究
』
第
四
号
）

　
　
　
　

﹇
一
九
七
四
﹈「
大
乗
涅
槃
経
に
お
け
る
説
話
の
素
材
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
二
二
巻
第
二
号
）

佐
藤
直
美
﹇
二
〇
一
三
﹈「『
大
般
涅
槃
経
』
に
お
け
る
仏
弟
子
チ
ュ
ン
ダ
と
そ
の
供
養
」（『
日
本
佛
教
學
會
年
報
』
第
七
十
八
号
）

布
施
浩
岳
﹇
一
九
四
二
﹈『
涅
槃
宗
の
研
究　

前
篇
』（﹇
一
九
七
三
﹈『
涅
槃
宗
の
研
究　

前
篇
』
復
刻
版
を
参
照
）（
国
会
刊
行
会
）

注⑴　

僧
祐
『
出
三
蔵
記
集
』（
大
正
五
十
五
、一
一
b
、
一
一
―
一
二
a
、
一
四
行
）
や
慧
皎
『
高
僧
伝
』（
大
正
五
十
、三
三
五
c
、
一
五
―
三
三
八
b
、

二
五
行
。
三
六
七
b
、
一
八
―
三
六
八
c
、
一
行
）、
費
長
房
『
歴
代
三
宝
紀
』（
大
正
四
十
九
、七
一
a
、
八
―
b
、
二
八
行
。
八
四
a
、
一
九
―

八
五
a
、
一
一
行
）
に
依
る
。

⑵　

曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
を
基
に
、
法
顕
・
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
大
般
泥

経
』
に
よ
っ
て
品
数
や
品
名
を
含
め
た
一
部
の
校
訂
を
行
い
、

三
十
六
巻
本
が
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

⑶　
『
出
三
蔵
記
集
』
や
慧
皎
『
高
僧
伝
』
等
に
依
れ
ば
本
文
に
示
し
た
四
三
〇
〜
四
三
三
年
頃
と
な
る
。
し
か
し
、
尾
崎
﹇
二
〇
一
三
﹈
に
よ
れ
ば
、

南
本
再
治
の
事
業
に
参
加
し
た
謝
霊
運
の
生
涯
を
伝
記
等
か
ら
読
み
解
く
事
に
よ
っ
て
、
北
本
が
南
朝
に
伝
来
す
る
時
期
が
四
年
ほ
ど
早
ま
る
可
能
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性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
尾
崎
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
南
本
『
涅
槃
経
』
の
成
立
が
記
録
よ
り
早
ま
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

⑷　
『
高
僧
伝
』
巻
第
七
に
見
ら
れ
る
以
下
の
文
か
ら
は
、
劉
宋
に
大
本
が
伝
わ
っ
た
当
初
か
ら
、
同
一
の
内
容
を
持
つ
経
典
で
あ
る
と
の
認
識
が
な
さ

れ
て
き
た
事
が
窺
え
る
。「
大
涅
槃
経
、
初
至
宋
土
。
文
言
致
善
、
而
品
数
疎
簡
。
初
学
難
以
措
懐
。
厳
、
迺
共
慧
観
・
謝
霊
運
等
、
依
泥

本
、
加

之
品
目
。
文
有
過
質
頗
亦
治
改
。
始
有
数
本
流
行
。」（
大
正
五
十
、三
六
八
a
、
二
〇
―
二
三
行
。）

⑸　

現
代
に
お
け
る
代
表
的
な
『
涅
槃
経
』
研
究
で
あ
る
布
施
浩
岳
﹇
一
九
四
二
﹈
の
第
二
章
第
二
節
第
二
項
「
六
巻
泥

経
検
考
」
に
依
れ
ば
、「
北

本
涅
槃
の
特
異
思
想
と
し
て
増
量
せ
ら
れ
た
る
は
、
伊
字
三
点
と
本
有
今
無
偈
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
前
に
挙
げ
た
る
如
く
数
回
に
も
亙
り
強
調
せ
ら

れ
、六
巻
本
に
は
其
の
片
影
も
認
め
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
つ
て
、而
か
も
涅
槃
教
学
の
重
要
な
る
教
理
上
の
典
拠
と
も
な
る
特
質
的
思
想
で
あ
り
」（
九
八

頁
）
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

⑹　

大
本
で
は
寿
命
品
中
に
含
ま
れ
る
箇
所
で
あ
る
が
、
南
本
の
品
名
を
使
用
し
た
。
以
降
品
名
は
便
宜
上
、
南
本
の
も
の
を
使
用
す
る
。

⑺　

河
村
﹇
一
九
七
〇
﹈「
波
斯
匿
王
」
六
三
頁
、「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
六
六
―
六
九
頁
。

⑻　

大
本
で
は
四
相
品
の
四
つ
前
の
哀
歎
品
に
お
い
て
「
伊
字
の
三
点
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。（
大
本
）
大
正
十
二
、三
七
六
c
、
一
一
―
一
七
行
。

⑼　

大
正
十
二
、三
八
七
b
、
一
三
―
一
五
行
。

⑽　

大
正
十
二
、三
八
七
b
、
一
六
―
一
八
行
。

⑾　
（
大
本
）
大
正
十
二
、三
八
八
a
、
一
一
―
一
四
行
。（
六
巻
本
）
大
正
十
二
、八
七
〇
b
、
一
〇
―
一
三
行
。

⑿　
（
大
本
）
大
正
十
二
、三
九
〇
a
、
一
四
―
二
七
行
。（
六
巻
本
）
大
正
十
二
、八
七
二
a
、
一
三
―
二
一
行
。

⒀　
（
大
本
）
大
正
十
二
、三
九
〇
a
、
二
八
―
b
、
七
行
。（
六
巻
本
）
大
正
十
二
、八
七
二
a
、
二
一
―
二
六
行
。

⒁　

如
来
が
衆
生
に
段
階
的
に
教
え
を
開
示
す
る
こ
と
を
、
長
者
と
そ
の
子
供
に
譬
え
て
い
る
。「
善
男
子
、
譬
如
長
者
唯
有
一
子
、
心
常
憶
念
憐
愛
無

已
、
将
詣
師
所
欲
令
受
学
、
懼
不
速
成
尋
便
将
還
、
以
愛
念
故
昼
夜
慇
懃
教
其
半
字
、
而
不
教
誨
毘
伽
羅
論
。
何
以
故
。
以
其
幼
稚
力
未
堪
故
。
…

如
彼
長
者
教
半
字
已
、
次
為
演
説
毘
伽
羅
論
。
我
亦
如
是
。
為
諸
弟
子
説
於
半
字
、
九
部
経
已
、
次
為
演
説
毘
伽
羅
論
、
所
謂
如
来
常
存
不
変
。」（
大

正
十
二
、六
三
〇
c
、
二
六
―
六
三
一
a
、
二
二
行
）

⒂　

同
内
容
を
説
く
箇
所
と
思
わ
れ
る
が
、
六
巻
本
で
は
「
蔵
積
」
と
な
っ
て
い
る
。
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⒃　
（
大
本
）
大
正
十
二
、三
九
一
c
、
四
行
。（
六
巻
本
）
大
正
十
二
、八
七
二
c
、
一
二
行
。

⒄　
『
大
般
涅
槃
経
疏
』（
大
正
三
十
八
、九
二
c
、
一
六
行
）
に
お
い
て
、
灌
頂
の
師
で
あ
る
智
顗
が
こ
の
箇
所
を
解
説
し
た
と
の
言
及
に
よ
っ
て
、「
百

句
解
脱
」
の
呼
称
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に
倣
い
「
百
句
解
脱
」
と
呼
称
す
る
。

⒅　

こ
の
譬
喩
は
、
猟
師
を
煩
悩
に
、
そ
れ
か
ら
逃
げ
る
鹿
の
群
れ
を
衆
生
に
、
猟
師
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
鹿
が
三
度
の
跳
躍
を
す
る
こ
と
を
三
帰

依
に
譬
え
て
い
る
。（
大
本
）「
譬
如
群
鹿
怖
畏
猟
師
、
既
得
免
離
。
若
得
一
跳
、
則
喩
一
帰
。
如
是
三
跳
、
則
喩
三
帰
。
以
三
跳
故
、
得
受
安
楽
。

衆
生
亦
爾
、
怖
畏
四
魔
悪
猟
師
故
受
三
帰
依
。
三
帰
依
故
、
則
得
安
楽
。
受
安
楽
者
、
即
真
解
脱
。
真
解
脱
者
、
即
是
如
来
。
如
来
者
、
即
是
涅
槃
。

涅
槃
者
、
即
是
無
尽
。
無
尽
者
、
即
是
仏
性
。
仏
性
者
、
即
是
決
定
。
決
定
者
、
即
是
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。」（
大
正
十
二
、三
九
〇
c
、
一
〇
―

一
七
行
）（
六
巻
本
）「
譬
如
群
鹿
遇
諸
猟
師
、
危
怖
殆
死
。
逃
走
山
野
、
値
仙
人
窟
、
便
得
蘇
息
安
隠
快
楽
。
蘇
息
快
楽
、
是
名
泥

。
其
泥

者
、

非
為
尽
滅
。
於
一
切
有
、
無
量
生
死
、
傾
倒
煩
悩
、
怨
家
解
脱
。
方
便
逃
避
、
得
入
正
法
仙
人
窟
宅
。
牟
尼
止
処
、
第
三
帰
依
。
蘇
息
快
楽
、
無
量

衆
生
。
蘇
息
快
楽
、
名
為
泥

。
非
為
尽
滅
。」（
大
正
十
二
、八
七
五
a
、
二
五
―
b
、
二
行
）

⒆　
（
大
本
）
大
正
十
二
、三
九
六
a
、
一
七
―
b
、
一
一
行
。（
六
巻
本
）
大
正
十
二
、八
七
五
b
、
八
―
二
四
行
。

⒇　
『
雑
阿
含
経
』（
第
一
二
二
七
経
）（
大
正
二
、三
三
五
b
、
八
―
c
、
一
六
行
）
と
『
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
』「
コ
ー
サ
ラ
サ
ム
ユ
ッ
タ
」
が
同

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
河
村
﹇
一
九
七
四
﹈
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
別
訳
雑
阿
含
経
』（
第
五
四
経
）（
大
正
二
）、『
増
一
阿
含
』
四
意

断
品
中
の
第
七
経
（
大
正
二
）、『
仏
説
波
斯
匿
王
大
后
崩
塵
土
坌
身
経
』（
大
正
二
）
に
も
同
様
の
説
話
が
見
ら
れ
る
。
但
し
、
今
回
は
『
雑
阿
含
経
』

（
第
一
二
二
七
経
）
の
み
を
対
象
と
す
る
。

21　
『
中
阿
含
経
』「
瞿
曇
弥
経
」（
第
一
八
〇
経
）（
大
正
一
、七
二
一
c
、
二
一
―
七
二
三
a
、
八
行
）
と
『
マ
ッ
ジ
マ
・
ニ
カ
ー
ヤ
』「
第
一
四
二　

施
分
別
經
」
が
同
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、河
村
﹇
一
九
七
四
﹈
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
仏
説
分
別
布
施
經
』（
大
正
一
）、『
賢
愚
経
』（
大

正
四
）、『
沙
弥
塞
部
和
醯
五
分
律
』（
大
正
二
二
）、『
大
智
度
論
』
巻
二
二
「
八
念
義
之
余
」（
大
正
二
五
）
な
ど
に
も
類
似
す
る
内
容
が
確
認
で
き
た
。

但
し
、
今
回
は
『
中
阿
含
経
』「
瞿
曇
弥
経
」（
第
一
八
〇
経
）
の
み
を
対
象
と
す
る
。

22　

注
の
五
を
参
照
。

23　

布
施
﹇
一
九
四
二
﹈
九
九
頁
、
注
の
（
八
）。
横
超
﹇
一
九
八
一
﹈
九
六
頁
。
織
田
﹇
二
〇
一
〇
﹈
六
六
頁
、
注
の
（1）
な
ど
に
依
る
。

24　
『
涅
槃
経
』
を
軸
と
し
た
純
陀
の
供
養
と
い
う
事
跡
に
関
し
て
は
、
佐
藤
﹇
二
〇
一
三
﹈
に
お
い
て
多
く
の
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
考
察
が
行
わ
れ
て
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い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

25　
（
大
本
）
大
正
十
二
、三
七
三
c
、
五
―
六
行
。
六
巻
本
で
も
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
「
願
使
如
来
長
存
於
世
不
願
泥

」（
大
正
十
二
、八
五
九
b
、

二
一
行
）

26　
（
大
本
）
大
正
十
二
、三
七
三
c
、一
〇
―
一
一
行
。
六
巻
本
で
は
「
当
作
是
観
。
有
為
行
法
性
自
如
是
」（
大
正
十
二
、八
五
九
b
、二
二
―
二
三
行
）

と
、
こ
ち
ら
の
方
が
分
か
り
易
い
か
。

27　
（
大
本
）
大
正
十
二
、三
七
三
c
、
二
一
行
。
六
巻
本
で
は
「
莫
作
是
観
、
如
来
、
応
供
、
等
正
覚
、
是
行
数
也
」（
大
正
十
二
、八
五
九
c
、
七
―

八
行
）
な
ど
。

28　
（
大
本
）
大
正
十
二
、三
七
四
b
、
一
九
―
二
〇
。
六
巻
本
で
は
「
応
如
是
知
、
如
来
常
住
、
無
為
、
非
変
易
法
」（
大
正
十
二
、八
六
〇
a
、
二
七

―
二
八
行
）

29　
（
大
本
）「
於
諸
想
中
、
無
常
想
為
勝
」（
大
正
十
二
、三
七
七
a
、
一
行
）
六
巻
本
で
は
「
世
尊
、
法
中
以
無
常
想
為
第
一
」（
大
正
十
二
、八
六
一

c
、
二
〇
―
二
一
行
）

30　

四
相
品
以
前
の
長
寿
・
金
剛
身
品
で
の
「
如
来
身
」
の
説
明
の
完
了
と
、
名
字
功
徳
品
の
「
大
般
涅
槃
」
の
語
句
の
使
用
に
よ
っ
て
、
哀
歎
品
と

四
相
品
で
の
「
伊
字
の
三
点
」
の
内
の
一
つ
が
「
如
来
身
」
か
ら
「
涅
槃
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、四
相
品
で
の
「
伊
字
の
三
点
」

開
示
後
に
は
、『
涅
槃
経
』
の
「
解
脱
」
が
説
か
れ
て
い
る
事
か
ら
、「
伊
字
の
三
点
」
と
は
開
示
以
降
の
経
典
の
流
れ
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

31　

河
村
﹇
一
九
七
四
﹈
に
お
い
て
、『
涅
槃
経
』
の
説
話
素
材
を
現
存
す
る
資
料
か
ら
見
出
す
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
波
斯
匿
王
」
や

「
摩
訶
波
闍
波
提
憍
曇
弥
」
な
ど
の
説
話
素
材
を
、
阿
含
経
典
や
南
伝
大
蔵
経
か
ら
同
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
と
し
て
「
大
乗
涅
槃
経
が
、

小
乗
の
教
理
、
教
説
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
承
知
し
組
み
入
れ
て
い
た
」（
三
八
九
頁
）
と
の
結
論
に
至
っ
て
い
る
。




